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○村山市碁点リバーサイド地区交流促進施設条例施行規則 

平成5年3月26日 

規則第3号 

(趣旨) 

第1条 この規則は、村山市碁点リバーサイド地区交流促進施設条例(平成4年村山市条

例第3号。以下「条例」という。)第13条の規定に基づき、条例の施行に関し必要な

事項を定めるものとする。 

(一部改正 平成8年規則25号) 

(係の設置) 

第2条 村山市農村文化保存伝承館(以下「伝承館」という。)及び農村伝承の家(以下

「伝承の家」という。)に業務係を置く。 

(全部改正 平成6年規則12号) 

(職及び職務) 

第3条 伝承館及び伝承の家に館長、係長その他必要な職員を置く。 

2 館長は、上司の命を受けて伝承館の業務を掌理し、所属職員を指揮監督する。 

3 係長は、上司の命を受けて係に属する事務を処理する。 

(一部改正 平成6年規則12号) 

(開館時間及び休館日) 

第4条 伝承館の開館時間は、午前9時から午後5時までとする。 

2 伝承館及び伝承の家の休館日は、次のとおりとする。 

(1) 水曜日(その日が国民の祝日に関する法律(昭和23年法律第178号)に規定する

休日に当たるときは、その翌日) 

(2) 12月29日から翌年の1月3日までの日(前号に掲げる日を除く。) 

3 市長は、特に必要と認めるときは、前2項の規定にかかわらず、開館時間及び休館

日を変更することができる。 

(一部改正 平成6年規則12号、22年7号) 

(入館の手続き) 

第5条 伝承館に入館しようとする者は、入館券の交付を受けなければならない。 

2 入館券の種類は、次のとおりとする。 

(1) 普通入館券(別記様式第1号) 
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(2) 団体入館券(別記様式第2号) 

(入館料及び使用料の減免申請) 

第6条 条例第5条の規定により入館料及び使用料の減免を受けようとする者は、あら

かじめ別記様式第3号により減免申請書を提出しなければならない。 

(全部改正 平成6年規則12号、一部改正 令和4年規則8号) 

(入館料及び使用料の還付申請等) 

第7条 条例第6条ただし書の規定により入館料及び使用料の還付を受けようとする者

は、別記様式第4号により還付申請書を当該理由が生じた後すみやかに市長に提出し

なければならない。 

2 市長は、前項の規定による申請に基づき入館料及び使用料の還付をすることと決定

したときは、別記様式第5号により還付決定通知書により当該申請をした者に通知す

るものとする。 

(全部改正 平成6年規則12号、一部改正 令和4年規則8号) 

(使用許可の申請) 

第8条 条例第7条第1項の規定により伝承館、伝承の家、伝承館テントベース及びさん

かく小屋の使用の許可を受けようとする者は、別記様式第6号により許可申請書を市

長に提出しなければならない。 

2 伝承館テントベース及び休憩棟の専用の許可を受けようとする者は、専用しようと

する日の6箇月前から3日前までに、別記様式第7号により専用許可申請書を市長に提

出しなければならない。 

(全部改正 平成8年規則25号、一部改正 平成9年規則7号・令和4年8号) 

(使用許可書の交付) 

第9条 市長は、前条第1項の使用の許可をしたときは、別記様式第8号により、同条第

2項の専用の許可をしたときは、別記様式第9号により許可書を交付するものとする。 

(全部改正 平成8年規則25号) 

(使用不許可の通知) 

第10条 市長は、条例第9条の規定により交流促進施設の使用を許可しないこととした

ときは、当該許可の申請をした者にその旨を通知するものとする。 

(一部改正 平成6年規則12号・8年25号・令和4年8号) 

(原状回復) 



3/14 

第11条 交流促進施設の使用の許可を受けた者(以下「使用者」という。)は、その使

用を終了したとき又は条例第10条第1項の規定により使用の許可を取り消されたと

き若しくは使用を停止されたときは、すみやかに使用場所を原状に復さなければな

らない。 

(一部改正 平成6年規則12号・8年25号・令和4年8号) 

(職員の立入り) 

第12条 使用者は、職員がその管理上当該許可に係る使用の場所に立ち入るときは、

これを拒むことができない。 

(遵守事項) 

第13条 使用者及び伝承館に入館する者は、次に掲げる事項を守らなければならない。 

(1) 展示資料、展示設備等を損傷又は汚損しないこと。 

(2) 許可を受けないで展示資料の模写、撮影等をしないこと。 

(3) 館内においては静粛にし、他人に迷惑をかけないこと。 

(4) 所定の場所以外で喫煙又は飲食をしないこと。 

(5) 使用の許可を受けた目的以外に使用しないこと。 

(6) 所定の場所以外では火気を使用しないこと。 

(7) その他管理上必要な指示に反する行為をしないこと。 

(一部改正 平成6年規則12号) 

(入館の制限) 

第14条 市長は、前条の規定に従わない者又は不都合な行為があると認められる者に

対しては、入館を拒否し、又は退館を命ずることができる。 

(読替) 

第15条 条例第11条の規定により指定管理者が交流促進施設の管理を行う場合におい

ては、第6条中「入館料及び使用料」とあるのは「利用料金」と、第7条第1項及び第

2項中「入館料及び使用料」とあるのは「利用料金」と、「市長」とあるのは「指定

管理者」と、第8条、第9条及び第10条中「市長」とあるのは「指定管理者」と、別

記様式第3号中「使用料」とあるのは「利用料金」と、別記様式第4号及び別記様式

第5号中「入館料」とあるのは「利用料金」と、「使用料」とあるのは「利用料金」

と、「村山市長」とあるのは「指定管理者」と、別記様式第6号及び別記様式第7号

中「村山市長」とあるのは「指定管理者」と、別記様式第8号中「使用料」とあるの
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は「利用料金」と、「村山市長」とあるのは「指定管理者」と、別記様式第9号中「村

山市長」とあるのは「指定管理者」と読み替えるものとする。 

(追加 平成22年規則7号、一部改正 令和4年規則8号) 

(補則) 

第16条 この規則に定めるもののほか必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

この規則は、平成5年4月1日から施行する。 

附 則(平成6年3月24日規則第12号) 

この規則は、平成6年4月1日から施行する。 

附 則(平成8年12月25日規則第25号) 

この規則は、平成9年1月1日から施行する。 

附 則(平成9年3月28日規則第7号) 

この規則は、平成9年4月1日から施行する。 

附 則(平成22年3月29日規則第7号) 

この規則は、平成22年4月1日から施行する。 

附 則(令和4年3月24日規則第8号) 

この規則は、令和4年4月1日から施行する。 
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別記様式第1号 

別記様式第2号 

(一部改正 令和4年規則8号) 

別記様式第3号 

(全部改正 令和4年規則8号) 

別記様式第4号 

(全部改正 令和4年規則8号) 

別記様式第5号 

(全部改正 令和4年規則8号) 

別記様式第6号 

(全部改正 令和4年規則8号) 

別記様式第7号 

(全部改正 令和4年規則8号) 

別記様式第8号 

(全部改正 令和4年規則8号) 

別記様式第9号 

(全部改正 令和4年規則8号) 

 


